
学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱

第
一

公
立
又
は
私
立
の
大
学
等
に
係
る
認
可
事
項
の
見
直
し

一

公
立
又
は
私
立
の
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
並
び
に
放
送
大
学
学
園
の
設
置
す
る
大
学
（
以
下
「
公
立
又
は
私
立
の
大

学
等
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
者
は
、
当
該
大
学
が
授
与
す
る
学
位
の
種
類
及
び
分
野
の
変
更
を
伴
わ
な
い
学
部
の
設

置
等
を
行
う
場
合
に
は
、
認
可
を
要
し
な
い
こ
と
と
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
る
こ
と
と
す
る
こ
と

。
（
第
四
条
第
二
項
関
係
）

二

文
部
科
学
大
臣
は
、
届
出
が
法
令
の
規
定
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
届
出
を
し
た
者
に
対
し
、
必
要
な

措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
条
第
三
項
関
係
）

第
二

法
令
違
反
状
態
の
大
学
等
の
改
善

一

文
部
科
学
大
臣
は
、
公
立
又
は
私
立
の
大
学
等
が
、
設
備
、
授
業
等
に
つ
い
て
法
令
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め

る
と
き
は
、
当
該
学
校
に
対
し
、
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。
（
第

十
五
条
第
一
項
関
係
）

二

文
部
科
学
大
臣
は
、
勧
告
に
よ
っ
て
も
な
お
状
況
が
改
善
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
当
該
学
校
に
対
し
、
そ
の
変
更
を
命



じ
、
な
お
改
善
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
勧
告
に
係
る
組
織
の
廃
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。
（
第
十

五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
関
係
）

三

文
部
科
学
大
臣
は
、
勧
告
、
変
更
命
令
又
は
組
織
の
廃
止
命
令
を
な
す
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該

学
校
に
対
し
、
報
告
又
は
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
五
条
第
四
項
関
係
）

第
三

専
門
職
大
学
院
制
度
の
創
設

一

大
学
院
の
目
的
と
し
て
、
高
度
専
門
職
業
人
の
養
成
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
大
学
院
の
う
ち
、
高
度
専
門
職
業
人

の
養
成
を
目
的
と
す
る
も
の
は
、
専
門
職
大
学
院
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
関
係
）

二

大
学
は
、
専
門
職
大
学
院
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
対
し
、
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
学
位
を
授
与
す
る
も
の
と
す
る

こ
と
。
（
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
関
係
）

第
四

認
証
評
価
制
度
の
創
設

一

大
学
は
、
当
該
大
学
の
教
育
研
究
等
の
状
況
に
つ
い
て
自
ら
点
検
及
び
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
と
と
も

に
、
定
期
的
に
、
文
部
科
学
大
臣
の
認
証
を
受
け
た
者
（
以
下
「
認
証
評
価
機
関
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
評
価
（
以
下
「

認
証
評
価
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
九
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
関
係
）



二

専
門
職
大
学
院
を
置
く
大
学
は
、
当
該
専
門
職
大
学
院
の
教
育
研
究
の
状
況
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
、
認
証
評
価
を
受

け
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
九
条
の
三
第
三
項
関
係
）

三

文
部
科
学
大
臣
の
認
証
は
、
申
請
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
申
請
の
内
容
が
、
大
学
評
価
基
準
及
び
評
価
方
法
が
認
証

評
価
を
適
確
に
行
う
に
足
り
る
も
の
で
あ
る
こ
と
等
一
定
の
要
件
に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
認
証
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
。
（
第
六
十
九
条
の
四
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
三
項
関
係
）

四

認
証
評
価
機
関
は
、
評
価
結
果
の
大
学
へ
の
通
知
及
び
公
表
等
を
行
う
と
と
も
に
、
一
定
の
事
項
の
変
更
又
は
業
務
の

休
止
若
し
く
は
廃
止
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
九
条
の
四

第
四
項
及
び
第
五
項
関
係
）

五

文
部
科
学
大
臣
は
、
認
証
評
価
の
公
正
か
つ
適
確
な
実
施
の
確
保
の
た
め
、
認
証
評
価
機
関
に
対
し
、
必
要
な
報
告
又

は
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
認
証
評
価
機
関
が
法
令
で
定
め
る
一
定
の
要
件
に
適

合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
等
は
、
当
該
認
証
評
価
機
関
に
対
し
て
こ
れ
を
改
善
す
べ
き
こ
と
を
求
め
、
な
お
改
善

さ
れ
な
い
と
き
は
、
そ
の
認
証
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
九
条
の
五
関
係
）

六

認
証
評
価
に
係
る
規
定
は
、
高
等
専
門
学
校
に
準
用
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
条
の
十
関
係
）



第
五

審
議
会
等
へ
の
諮
問

一

文
部
科
学
大
臣
は
、
法
令
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
公
立
又
は
私
立
の
大
学
等
に
対
し
命
令
等
を
行
う

と
き
は
、
審
議
会
等
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
条
の
二
関
係
）

二

文
部
科
学
大
臣
は
、
評
価
機
関
の
認
証
等
を
行
う
と
き
は
、
審
議
会
等
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
こ

と
。
（
第
六
十
九
条
の
六
関
係
）

第
六

施
行
期
日
等

一

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
認
証
評
価
に
係
る
改
正
規
定
は
、
平
成
十
六

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
一
条
関
係
）

二

こ
の
法
律
施
行
の
際
現
に
さ
れ
て
い
る
認
可
の
申
請
で
あ
つ
て
、
改
正
後
の
学
校
教
育
法
の
規
定
に
基
づ
き
届
出
に
該

当
す
る
も
の
は
、
改
正
後
の
同
法
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
届
出
と
み
な
す
こ
と
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
二
条
関
係
）

三

学
校
教
育
法
の
改
正
に
伴
い
、
私
立
学
校
法
及
び
税
理
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
四
条
か
ら
第
六
条

関
係
）


